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「はじめてますか？資産運用」Part3Part.62

最近は梅雨と言っても、一昔前のシトシトと雨が降り続くといった風情のあるものではなく、一気に大量の雨が
スコールの様に降る梅雨に様変わりしてしまいましたね。
さぁその梅雨も明け、これから猛暑の季節となりました。皆さんお身体にはくれぐれも気を付けて、今年の夏も
乗り切っていきましょう。

さて今回は前回の資産運用の中で触れました、「ドルコスト平均法」についてお話したいと思います。

ドルコスト平均法とは、価格が変動する投資対象を、一定期間ごとに一定金額分ずつ購入していく投資手法です。
積み立てで長期的に一定金額で購入すると、安い時に口数を多く買い、高い時に少なく買うことで、一口あた
りの購入価格を下げることができるので、リスクを抑えることができるという事です。

それではご理解いただくために問題を用意いたしました。
毎月１万円で買えるだけリンゴを買います。（お釣りとして残ったお金は考慮しないものとします）

（ドルコスト平均法とは）

パターン A　リンゴの値段が毎月上がったり下がったりした場合

【ドルコスト平均法】
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パターン B　リンゴの値段が毎月少しずつ上がった場合

１２か月目のリンゴの単価はどちらも１６０円です。手持ちのリンゴを全部１６０円で

売った場合、「A」「B」どちらが儲かるでしょうか？

それでは問題です
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この質問をすると多くの方が「B」の方が儲かるとお応えになるのですが、答えは以外にも「A」
なんです。
図解すると以下の通りとなります。

これが「ドルコスト平均法」の仕組みとなります。
値上がりしたから喜び、値下がりしたら憂うのではなく、コツコツ地道に継続する、
すなわち投資信託の基本【長期+積立 +分散】投資を行えばリスクを抑えることができると言
われる所以です。

前回に引き続き資産運用のお話をしてまいりましたが、是非この機会に皆様もご検討されてはい
かがでしょうか。
その際はぜひプロのアドバイスをお受けになられることをお勧めいたします。

答えは　「A」　です。
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